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１. はじめに

　CSUN（California State University, Northridge）

カンファレンス（Annual International　Technology 

& People with Disability Conference）の中で開催さ

れた国際会議主催者会議（International Conference 

Organizers Meeting）に参加したので報告する。今回

の会議でRESJAの国際セッションの案内もこのグループ

（通称Concertation Meeting Groupと言う）メンバー

のホームページに掲載されている国際会議の案内に加

えられた。

２. CSUNカンファレンス

　今年の CSUNカンファレンスは米国サンディエゴで

2月27日から3月3日まで行われた。

・	海外からの参加者は 295人

・	セッションへ参加者は 2000人

・	展示訪問客 4500人

・	カンファレンスでは今年から新しいオンライン登

録制を使用していた。

３. CSUN 国際会議主催者会議

3.1 会議の目的・構成

・	国際会議の主催者で、構成メンバーは徳島アグリー

メント・グループ（欧州リハビリテーション工学協会

（AAATE）、北米リハビリテーション工学協会（RESNA）、

豪州リハビリテーション工学協会（ARATA）、工学協

会（RESJA）（以下、RESJA）に加えてeAccessibility 

Forum, International Conference on Computers 

Helping People with Special Needs（ICCHP 

Conference）、CSUN Conferenceである。 

・	国際会議主催者会議はCSUNカンファレンスの開

催時を主に、他の国際会議（ICCHPなど）でも開

催される。

・	目的は国際会議の開催や発表される情報の共有

化の仕組みをつくることである。

・	どこまで共有化していくかは今後議論を続行して

いくが、例えば、演題、著者、アブストラクトなど

で会議の英語本の出版社とも協議したいとのこと

である。

・	RESJAも本会議で掲載してもらえることになった。

図1は AAATEのホームページ 1）に掲載されてい

るものである。RESJAのホームページ（海外関連

学会）2)にも掲載されている。

・	使用言語は英語

3.2 RESJA からの報告

　RESJAからは下記の件を報告した。

1）	第 23回 JCAART2008（新潟）の英語本 3), 4)を

発行し、ハードカバー本を徳島アグリーメントグ

ループの協会及び CSUNカンファレンス事務局へ

RESJA事務局から送付した。

2）	韓国リハビリテーション工学協会（ESKO）と「日

韓リハビリテーション工学協会協力協定」を締結

した5)。

3） 	第 26 回 JCAART2011（大阪）の報告を実行委員

長古井透氏作成のパワーポイントに従い代理で

行った。彼等は英語でないとわからないので、ど

こまでを英語でおこなったか知りたいとの質問が

あった。

4）	第 27回 JCAART2012（福岡）の開催予告を実行

委員会作成のポスターによりおこなった。なおこ
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のポスターの印刷はCSUN 事務局の好意で行って

頂き、登録受付近くのポスター受けで参加者へ

配布された（図2）。

3.3 RESNA、AAATE、ICCHP

RESNA

　今年のカンファレンスは6月にボルチモアで開催。

2013カンファレンスは INTERNATIONAL CONFERENCE 

ON REHABILITATION ROBOTICS（ICORR）と同じ場所

のシアトルで開催する。各々2日間とし、1日は重複

する。

AAATE

　AAATE2013 はポルトガルで 9月19 ～ 22日に行

う。http://www.aaate2013.eu/

４. 特記事項

・	韓国RESKOとは、昨年MOAを結んだが、CSUN カン

ファレンスでは論文発表やEXHIBITで日本に比べ

元気さが目立っていた。2012年10月30、31日イン

チョンでInternational Symposium on QOLT（QOL

テクノロジーに関する国際シンポジウム）を開催。

・	香港は RESNAの資格取得者数もカナダをぬいた

とのこともあり、徳島アグリーメントメンバー Gに

入りたいとRESNAへ要望したとのことである。

・	台湾も入会希望とのことである。

・	シンガポールとタイとの共同開催のi-CREATe は

国際会議である。

・	国際会議開催者は本会議に呼びたいとのことで

ある。

・	RehabTech Asia 2013は潜在的パートナーと思わ

れる。

まとめ

　今回、RESJAの案内も国際会議主催者会議メン

バーのホームページに掲載されている国際会議の案

内（Related Conferences）に加えられたのは一歩

前進であった。

　出来るだけ早い機会に RESJA の国際セッション

は生活生命支援医療福祉工学系学会連合大会な

ど国際活動に積極的な学協会との共催を視野に

all Japan の国際会議にすべきと強く感じた。そ
図2　CSUN における第27回 JCAART2012（福岡）

ポスターの一般配布

図1　国際会議案内ホームページ（AAATE）

RESJA
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れが世界に日本の実力を発信し、貢献する良い方

法であると思われる。
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